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研究成果の概要（和文）：産業クラスターを形成したからといって、必ず製品が高度化に向かうとは限らない。
クラスターを構成する諸要素やネットワークの状況は、製品の性質によっても異なるが、クラスターの持続的な
発展のためには、ハイエンド製品を創りだすインクリメンタルなイノベーションが必要である。我が国のものづ
くりは、技術に優れ、性能に優れているものの、未だ美しさという側面ではグローバルな競争下において優位な
ポジションにはないように見受けられる。既存の軸を変える市場への視点が必要とされる。そこで必要とされる
のがクリエイティビティであり、企画力あるビジネス・プロデューサーの存在なのである。

研究成果の概要（英文）：The factors that comprised a cluster and the state of inter-organizational 
networks will differ depending on the nature of the product, but incremental innovation that 
produces refined high-end products appears to be essential for the continued growth. open innovation
 was found to be essential for product improvement in industrial clusters, and the fact was that 
business producers contribute profoundly to the construction of that mechanism. By maintaining a 
balance between an arrangement that ensures competition and cooperation that aims to be of benefit 
to the whole cluster through this kind of leadership, incremental innovation mechanisms will operate
 toward product improvement, leading to the sustainable development of an industrial cluster.

研究分野：組織論、アートマネジメント

キーワード： イノベーション　伝統産業　リーダーシップ

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、製品と技術のパターンの差異を考慮しつつ、最先端と伝統的産業クラスターに通底するビジネ
ス・システムを捉えようとした点にあり、その中で特にビジネス・プロデューサーの存在、機能の重要性を解明
することができた。産業クラスターにおける製品高度化のためには、オープン・イノベーションが不可欠であ
り、そのメカニズム構築にビジネス・プロデューサーが深く関与している。そして個の自律と協調こそが産業の
持続的発展に必要なメカニズムであることを示唆することで、実務界にも貢献することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

時空を超えたグローバルなオープン・イノベーションによる高度なものづくりは、製造業の喫

緊の課題となっている。特に豊かな現代社会では、性能ばかりでなく美しい製品が求められてお

り、このために技術とアートの融合が必要とされる。元来、アートが技術の一部を指す言葉であ

ったことからもわかるように、当然、これまでの製造技術においてもユーザビリティや美しさが

無視されていたわけではないが、我が国の工業生産では美しさよりも技術を優先してきた結果、

技術力は世界水準にも拘らず、近年国際競争力の低下を招いている。こうした現実から、アート

と技術を融合させる形での協創的分業により、製品高度化に向けた価値創出のマネジメントに

ついて探求し、オープン・イノベーションを実現する必要性を感じるに至った。 

 

２．研究の目的 

オープン・イノベーションによる製品高度化に向けた技術とアートの融合のためのマネ

ジメントがテーマである。製品高度化とは、要求水準の高いハイエンド・ユーザーの顧客満

足を充足するために、生産者側が、より洗練された製品を作り続けようとすることで、各工

程における技術革新を誘発しながら高度な製品を生み出すことに成功し、結果として製品

群全体の品質が上向きに牽引される状態を指す。本研究では、高度な製品を創り出すための

オープンな協創的分業において、そのリーダーシップ的役割に着目し、価値創出のダイナミ

ズムを解明することを目指した。 

 

３．研究の方法 

本研究は、われわれが単独でこれまで行ってきたアートマネジメント、経営情報、組織間マネ

ジメント、社会階層、HRM等に関する諸研究をさらに発展させ、製品高度化につながるグロー

バルなオープン・イノベーションによるものづくりの協創における組織知構築のあり方を、経営

学的に解明しようとするものである。その際、われわれがこれまで採用してきた方法論の一層の

精緻化が図られるようにした。具体的には、まず先行研究、１次資料（インタビュー調査や内部

資料の渉猟等）、２次資料（各種統計資料等）の広範な探索により理論的な分析枠組を構築した。

その分析枠組に即して、少数の事例を対象とする定性的研究を実施した上で、メインリサーチと

しての事例研究を積み重ねていった。更に、本研究の方法論上のもう一つの特徴は、参与観察を

併用した点である。 

研究分担者の蓄積してきた理論構築の方法論は、学際性、厳密性を備え、実用性の高いもので

ある。更に実務経験と広範な専門知識を持つ国内研究協力者、海外での幅広い専門家の人脈を有

する海外研究協力者が加わることで、より実践性の高い理論を構築することを可能とした。 

 

４．研究成果 

(1)製品高度化のための条件 

事例研究を積み重ねた結果、オープン・イノベーションにより製品の高度化を進めるための条

件として、人材育成とブランド構築に関して、以下の点を解明することができた。 

①産官学の連携 

 ものづくり産業クラスターの技術育成の核となるのは、高等教育機関である。世界中から

才能ある人材を集めるために、授業料の安さは重要である。このため公的教育機関を設立す



ることが望ましいが、スタンフォード大学のように私立大学でも、多くの奨学金制度が用意

されており、実質的には生活費や研究費を賄うに十分な資金援助を受けることが可能であ

る。これらを支えているのは、国家と事業で成功した卒業生たちである。クレモナの国立製

作学校も、スタウファー財団の役割が大きく、産官学連携のもとで優秀な人材を育成してい

く体制は不可欠であることがわかる。 

 教育機関において最も重要なのは、その教授陣の人材にある。高度な専門的知識と現場の

技能を持ち合わせた一流の人材を揃えることで、はじめてそれを超える人材が育っていく。

更に、卒業後技術を研鑽し、専門的人材として育成する場も必要である。シリコンバレーで

は博士号取得者の比率も高く、企業と連携する大きなプロジェクトの技術研究開発組織の

一員として十分な経験を有する場合が多い。クレモナでは、工房に入っての OJTで技術を

磨いていく。即席では習得できない技術開発人材の育成は、教育機関のみならず、実務界と

の連携の上ではじめて可能となる。このような産官学の連携の中で生まれる人材こそが、プ

ロフェッショナルとしてのモラルを土台とした高いモチベーションに支えられ、高度な製

品開発を進めていくことができる。技術開発者や職人を動機付けるのは、最終的にはカネで

はなく、いかにワクワクしながらものづくりができるか、という点にかかっている。そのた

めにも、高度なプロフェッショナルに囲まれる産業クラスターの環境は、自分の仕事を正当

に評価してくれるという意味でも貴重な場となる。 

 

②卒業生が持つメソッドがもたらすクラスターとしての同質性 

 産業クラスターの刺激となるのは多様性であり、多様な人材、国際色豊かな人材が混在す

ることで、ライバル意識も高まることになる。ストラディヴァリの活躍も、実は血縁を重視

したギルド制の中で、ヴァイオリンを実質的に発明したアンドレア・アマティが、血縁以外

の弟子を迎えたところから始まっている。しかし一方で、同質性もまた重要な要素となる。 

 シリコンバレーではスタンフォード大学の卒業生が、またクレモナでは製作学校の卒業

生が圧倒的に多い。同じメソッドで学び、同じ教育文化を共有してきた背景を持つ人材は、

意思疎通が早い。これは例えば、桐朋学園大学で音楽教育者として名高い斉藤秀雄氏のメソ

ッドを共有し、世界各地で活躍している奏者を寄せ集めた「サイトウ・キネン・オーケスト

ラ」のパフォーマンスの高さからみてもわかる。同楽団は常設のオーケストラを超える世界

的評価を受けているが、これは同じメソッドを共有しているために微妙な情報伝達が容易

で、組織力が強いことが理由である。産業クラスターもまた、多様性を持ちつつも、根底に

は同質性による共感が必要とされ、技術者や職人にとって意思疎通に過分なエネルギーを

必要としない居心地がよいことで、協調関係が生まれることになる。もともと技術開発者の

ような理系人材やヴァイオリン作りに携わる堅気な職人たちは一般的類型では同質性を有

するが、同窓生という連帯感はクラスターへの帰属意識につながり、クラスターの発展を支

える要因となっている。 

 

③ブランド構築のための製品の多様性 

産業クラスターには多くの生産者が存在しているため、これら全ての生き残りを考慮し

つつ、クラスターを維持・発展させていく必要がある。グローバルな市場を獲得していくた

めにも、各国のニーズに合わせるために多様な製品群は不可欠である。世界市場に多くの製

品が出回ることで認知度も上がり、ブランドが確立されていく。 

 ハイエンド製品をインクリメンタルに創造していくのは、クラスターの量産品を維持し



ていくためでもある。技術をリードする企業があって、はじめてこれがクラスター全体の牽

引力となり、底辺がついてくる形となる。景徳鎮のように、リードする企業や人が存在せず、

各自が勝手に芸術品や量産品を作ってクラスターを構成することになると、粗悪品が多く

出回りクラスターのブランド価値を押し下げる結果となる。 

 

(2) 技術とアートを融合させるビジネス・プロデューサーの役割 

デザインする際には、専門的知識の蓄積の上に、他者から情報を引出し、新しいアイデア

に結びつけるわけだが、これは日々研鑽を重ね、地道な自分の技術への探究があって初めて

生まれるものである。その意味では、シリコンバレーのような最先端企業クラスターも伝統

的手工芸クラスターも、日常的な技術研鑽の積み重ねの上に成り立っている。ただし、成功

を決定付けるものは、地道な努力の中から何を見出せるかにかかっている。そこに必要なの

は、研究開発者のクリエイティビティである。 

 シリコンバレーが成功しているのは、自由な気風があふれるカリフォルニアで、人々のク

リエイティビティが育てられ評価される環境にあることも大きい。イタリアでも、高い美意

識は伝統的に受け継がれており、デザインを重視するクリエイティブな産業では、大きく世

界をリードしている。それに比べると我が国のものづくりは、技術に優れ、性能に優れてい

るものの、「美しさ」という側面ではグローバルな競争下において優位なポジションにはな

いように見受けられる。ユーザーが何を望んでいるのかを掴むことはたやすいことではな

い。更に、ものづくりは標準化が進み、参入障壁が低くなっている今日、企業間の製品の差

別化も難しくなってきている。永続する企業のために利益を確保するには、無駄な競争をし

ないようなビジネスモデルを見つけなくてはならない。このためには既存の軸を変える市

場への視点が必要とされる。そこで必要とされるのがクリエイティビティであり、技術とア

ートを融合させ製品を高度化させるビジネス・プロデューサーの存在なのであるというこ

とが解明された。 
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